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　出典は『日本書紀』 （巻一・神代上・第四段）であろう。但し、 『日本紀略』 （前
















































































763） 『俊頼髄脳』 『和歌童蒙抄』 （第五） 『古本説話集』 （上・蝉丸の事第二四）
『新古今和歌集』 （巻一八・
1851） 『源平盛衰記』 （巻四五・内大臣関東下向附池田宿遊






33兵衛の内侍） 『平家物語』 （巻一〇・重衡東下り） 『源平盛衰記』 （巻三






事談』 （巻七・蝉丸） 『扶桑蒙求』 （巻中
5蝉丸琵琶） 『百人一首一夕話』 （巻二・
































七年一二月 八年二月） 『日本紀略』 （前篇五・允恭天皇七年） 『水鏡』 （巻上・允恭天皇） 『扶桑略記』 （第二・允恭天皇七年） 『和歌色葉』 『本朝神社考』 （中之三・玉津嶋明神 女郎花物語』 （巻上・
25衣通姫の事） 『本朝女鑑』 （巻一・衣通姫）
『雑々集』 （






　出典は『円機活法』 （巻二〇・梅花）か。他に『太平御覧』 （巻三〇・人日。 『雑







































































































410「申屠断鞅」 ） 。猶、申屠剛のこの故事は『後漢書』 （巻二九・
































28「周処三害」 ）か、 『晋書』 （巻五八・列伝第二八・周処） 。猶、
三害の故事そのものは、 『世説新語』 （自新第一五・
1話） 『芸文類聚』 （巻九六・蛟。




























りをかうも才名を惜しまれ殺されずにすんだ。黄射は衡と仲良しで、客人を招き宴会を催した。その時鸚鵡を献ずる者がいて、衡に 賦を望んだので、筆を認め立ちどころに彩麗なる作を成した。後 黄祖（射の父） 殺された。
　出典は『和刻本文選』 （巻一三・ 「鸚鵡賦」 ）の作者名「禰正平」に付された李善
注（ 『蒙求』
556「禰衡一鶚」の一部も参看か） 。この故事は『後漢書』 （巻八〇下・








































































































　出典は『十八史略』 （巻五・唐〈徳宗皇帝〉 ） 。猶、こ 故事は他に『旧唐書』 （巻

































































　漢の宮女班婕妤は帝の寵愛が衰えた時、 「怨歌行」 （新裂斉紈素……）を作った。　出典は恐らく『古文真宝前集諺解大成』 （五言古風短篇所載「怨歌行」注）であ




































生まれ、羽振りの良い母方の姓を名乗った。車騎将軍となり匈奴を討伐して長平侯となり、武帝の元朔年中には三万騎 率いて討って出、匈奴の右賢王 追い払い、その配下の副将十人以 と民一万五千、家畜数十百万を生け捕り帰任して大将軍を授けられた。
　出典は『蒙求』 （






































214「丁固生松」 ） 。この故事は他に『三国志』 （巻四八・孫皓伝所




























247「王喬双鳧」 ） 。その典拠は『後漢書』 （巻八二上・方術列伝第



















　出典未詳。 『史記』 （巻一〇六・呉王濞列伝第四六） 『漢書』 （巻三五・荊燕呉伝第





　出典は『日本古今人物史』 （巻四・左衛門宗清伝） 。猶 宗清のこ 逸話は『平家
















274「范蠡泛湖」 ） 。そのもとは『史記』 （巻四一・越王句践世家第



















































　出典は『十八史略』 （巻五・唐〈文宗皇帝〉 ） 。裴度の伝は『旧唐書』 （巻一七〇・

































































た。王充は呂布と結んで董卓を そうとし、卓が入朝した時北掖門で兵に討たせた。車から墜ちた が を大声 呼ぶと、 「詔あって賊臣を討つ」 言い卓を刺殺し 。卓は三十年分の穀物と山の如き金銀財宝を貯え「うまくいけば天下を、だめでもこの財を守って老いればいい」と言っていたが、屍を市井に曝すことになった。卓は肥満でその
臍へそ
に大きな燈芯を置きもやしたところ、数日もえたという。




































































70「李広成蹊」 ） 。彼の伝は『史記』 （巻一〇九・李将軍列伝第四























で王が朋を捕らえると、朋は自殺した。その妻も人知れず衣を腐らせ、王と高台に登った時に自ら身を投げ、左右の誰もが留めえなかった。遺書を残して夫と合葬されんことを願ったが、怒った王は間 置いて埋 させた。ところが墓の二本の梓木は伸び枝と根が各々互いに絡み合い、鴛鴦が棲みつき朝暮に悲鳴した。南方の人は鴛鴦 韓朋夫婦の魂の化したものと思った。





















































　出典は『荀子』 （勧学篇 か。この故事は『芸文類聚』 （巻四四・琴） 『白氏六




































折は問わず、また山崎を通りかかった時、 「ここ 武正（落馬）の地か」と言うので「はい」と答えた。やがて彼自身が山崎村を所領にして言うに「こ を武正の処と殿下が言 れたからには誰も文句は言えまい」と。
　出典は『古今著聞集』 （巻一六・興言和口第二五・
6下野武正山崎を領知の事并







　出典は『円機活法』 （巻二四・驢）か。この故事 他に『三国志』 （巻六四・呉書





















時、 「巨源（山濤）がいるから独りぼっちじゃないよ」と言った。濤は彼を秘書丞に推薦した。 の風貌を見てある人が王戎に言った「気品があってまるで鶏の中に一羽の鶴がいるようだった」と。裴顔もまた「もし彼が吏部尚書（人事担当の長）についたら人材のとりこぼしはなかろう」とその器量を認めた。乱の為に恵帝が蒙塵した時行在所に駆けつけ、軍の敗れ 崩れる中、いかめしく衣冠を正して身を以て帝の輦を守り防いだが、雨の如き弓矢を受け帝の側で死 、その血は帝の衣に及んだ。乱 鎮定後、帝は彼 死を傷み、衣の血を洗い落とすことなく忠義をたたえ太尉の号を贈っ 。
　出典は『蒙求』 （

















人里のあるを知り、行くと美女二人に逢い、招かれて手厚いも なしを受け枕席を勧められる。半年の逗留後彼らが帰還を口にすると 送別の宴を催し送り 指示通りにして帰郷できたが、既に知人はおらず、七代後の子孫を見つけたものの、身を寄せえず、前に戻ろうにも道はわからなくなっていた。
　出典は『蒙求』 （
344「劉阮天台」 ） 。この逸話は他に『続斉諧記』 『捜神記』 『幽明



















　出典は『十八史略』 （巻五・唐〈中宗皇帝〉 ） 。張兄弟のことは『旧唐書』 （巻七




























































土師古人らの菅原氏への改姓言上文）を用いているか。この相撲のことは『日本書紀』 （巻六・垂仁天皇七年七月七日） 『日本紀略』 （前篇四・垂仁天皇） 『河海抄』（巻一七・椎本）などにも見え、 『本朝語園』 （巻六・
324捔
力） 『本朝蒙求』 （巻上・
21野見相撲） 『絵本故事談』 （巻七・野見相撲）に受け継がれ、 『見聞談叢』 （巻四・312相撲起源）は本朝相撲の権輿とする。また、埴輪のことは『日本書紀』 （巻六・

































（内侍の督） 『源氏物語』 （蓬生・絵合・手習） 『浜松中納言物語』 （巻四） 『夜の寝
『桑華蒙求』概略・出典覚書（中巻） （  ） 9

































た。兄弟は「本は同じ株だった 三分したので弱ったのさ まして 兄弟であるなら互いに思い合い離れるべきではない」と語り合い、株を合わせたところ荊も茂った。
　出典は『事文類聚』 （後集巻八・兄弟「紫荊枯死」 。 『続斉諧記』所引）であろう






































帝は春宮を定めるべく群臣に議論させ、百川は山部皇子を、藤原浜成は稗田親王を推した。帝が決めかねていると、百川は歯をくい ばり殿前に立ち四十 間一睡もせず、 「東宮決定までここを退きません」と言い、遂に帝は山部を 太子とし、帝位に即かせた。これが桓武天皇である。
　出典は『本朝蒙求』 （巻上・
94百川不睡） 。この逸話は『水鏡』 （巻下・光仁天







205「史丹青蒲」 ） 。史丹については『漢書』 （巻八二・列伝第五






帝から紫衣を下賜されて天平七年に帰国した。書五千余巻と仏像等を将来して宮中に献じ、翌年封百戸・田百畝と八人の童 賜り、九年に僧正 なっ 。一八年に筑紫の観世音寺が成り、昉が慶導師となり乗輿して入 と、空中に捉え上げられ見えなくなったが、後日彼の頭は興福寺の唐院 落下 恐らく藤原広嗣の霊の所為で、その霊は松浦明神である。昉の将来した書は興福寺に納め れた。風説に依れば、唐人が彼を占い「君は帰国したら身を亡ぼす。この地に留まるにこしたことはない」と言ったので、憚るところあっ 、故国への思い え難く帰国して、この害に遇ったのだ 。
　出典は、彼の将来した書が興福寺に納められる迄が『元亨釈書』 （巻一六・力









































語第四五） 『撰集抄 （巻八・第五・野相公左遷時詩歌事）や後の『百人一首一夕話』 （巻二・参議篁） も詳しい。また、 『本朝一人一首』 （巻三・
136小野篁） 『本朝
孝子伝 上







帝の御下問に際しては老博士達をも感服させた。彼は暦を改め、服色や諸制度を改正すべく上奏した。帝は彼こそ公卿たる人物と思ったが、旧臣の嫉妬 遇い長沙王の太傅に左遷された。長沙生活の三年め、ミミズクが官舎に飛び込んだ。不吉な鳥なので滅入ったが、 「鵩鳥賦」を作り心を慰めた。その後都に戻り、帝より鬼神について問われるや詳しく語り、その学問の深さにより梁王 太傅 任じられて 三三歳で没した。孔臧 「鴞賦」に 賈 は有識の士だが ミズクを嫌った、とある
　出典は『蒙求』 （
39「賈誼忌鵩」 ） 。 「鵩鳥賦」は『文選』 （巻一五）に所収され、






















































風地動儀を造った。地動儀は銅製でさしわたし八尺もあり、形は酒樽に似ていた。地が動くとその樽が揺れ、龍形 口から丸い玉が出て、カエル形のものがのみ込み音をふるわせたてる仕掛けで 震源 方向もわかる仕組みだった。遠く隴西の地震
同志社女子大学　学術研究年報　第 64 巻　2013年（ 7 ）
まで察知できたのである。








五十銭程 かったの 、ある人が「失うもの甚だ多く、得る所ひどく少な 」と批判した。すると彼は「民 恵み世を治めるということを知らないのか。捜さずいれば落と 銭は永遠に失われたまま何の役にも立たな が、こうして私が銭 出せばそれが民間に流通して役立ち、十銭も戻ってき からこれも生かせ というので両得さ」と言うと、その人は感服し 。
　出典は『太平記』 （巻三五・北野通夜物語付青砥左衛門事）か。この逸話はその
後『倭論語』 （巻六・武家部下・青砥誠賢） 『本朝蒙求』 （巻中・
16青砥十銭） 『絵本













　出典は『続蒙求』 （巻二・公儀抜葵） 。猶、 「抜葵」の故事そのものは『史記』 （巻










野菜のあえもの（漬物とも）と粥を食べ、秀才の時、天下の人に役立つ人になりたいと思い、宰相や名医になれるか占ってもらった。占者はその仁心は宰相にふさわしいと感心した。仁宗の時 右司諫となり、諸州に恵政を施し、延州を治めた時は西方の賊も彼を恐れた。召されて中央で 事に参画して卒し 文正と謚され楚国公に追封された。



















































周武王の時柱下史となり、九丹・八石・玉醴・金液で心性を養治し、ま 鬼神を使い、道徳を五千言で語った。かつて青牛の車 乗り、徐甲が御者となり 函谷関通った時、関吏の尹喜は遠くから紫気を望み見て知り、長生 術を授けられた。













3話）などに見え、 『河海抄』 （巻二〇・手習） 『花鳥余情』にも記される。
後の『扶桑蒙求』 （巻上・
77寛蓮碁局）は碁の相手が「延喜帝」になっており『古







































」 ） 『語園』 （巻上・
8謝尚客ニ答ル事〈蒙求〉 ）に、後半の鴝鵒舞は




大いに悦び、仏法のようなすぐれた教えはこれまで聞いたことがないとし 群臣に諮ると、仏教を受け入れる蘇我稲目の意見と、蕃神を拝む 国神の怒り 招くという物部尾輿・中臣鎌子の反対意見が出された。帝は試みに稲目に像を与え、彼は向原に寺を建て安置した。
　出典は『元亨釈書』 （巻二〇・資治表一・欽明天皇） 。他に『日本書紀』 （巻一















　出典未詳。但し、ほぼ同じ内容が『芸文類聚』 （巻七六・内典） 『初学記』 （巻二






13将軍塚） 。もとは『平家物語』 （巻五・都遷し） 『源





















え猟をしていたが、遥かに父の姿を見て拝した。父は苦言を呈するが、彼は「三十にして立つと申します。今二十九ですので来 には心 改めます」 言い その通
『桑華蒙求』概略・出典覚書（中巻） （ 20 ） 
り学問に精出し、古籍を博覧して名士となった。

















が芦の葉を担ぎ通りかか ので、女は呼びとめ そ を買った。簾越しによく見れば旧夫で、女は涙して慙じて悔い、多くの銭を与えて去った。後日女はひそかに和歌と衣帯を贈っ 。













恥ずかしくとめようとす が、聞き入れられず離縁 求め すると は「自分は五十になったら豊かに る。もう四十を越えたのであと少しだ。恩返しする ら待ってくれ」と言ったが、妻は怒り「溝にはまっ 餓死する がオチだ」と言うので許した。後に彼は推薦されて武帝の前で講義し、認められて侍中となり、会稽太守に任ぜられた。彼は帝に「富貴にして帰郷しないのは錦の美服を着て夜出かけようなものだと思うがどうかね」と言われ、 すると、昔 妻とその夫 、太守のお通りというこ で道路掃除に出ているのに出遭う。彼 夫婦を呼び車 載せて官舎で食を供したが、妻は じて首をくくり死んだ。彼は夫に銭を与え葬らせ 旧友を招いて飲食し、恩人達に報いた。
　出典は『蒙求』 （
227「買妻恥醮」 ） 。朱買臣のことは『漢書』 （巻六四上・朱買臣列















　出典は『続日本紀』 （巻二〇・孝謙天皇天平宝字元年一二月八日） 。 『日本紀略』（前篇一〇・孝謙天皇天平宝字元年一二月八日）も同文。猶、施薬院の名称は『江談抄』 （第一・
40藤氏の氏寺事） 『三宝絵』 （巻下・
13法花寺花厳会）にも見える。











































頼と党を組み上皇の宮殿を囲んだが清盛らに誅され その時頼朝は幼く 父に従っていたが、敗走するところを捕らえられた。清盛の後母の池禅尼が幼い彼を憫れみ清盛に命乞いをし 、伊豆蛭島に流罪とな 。寿永二年には同族の義仲を征伐して朝恩は年毎に加わり、文治五年に正二位、建久元年には権大納言 任じ右大将を兼ね、三年に征夷大将軍となり、正治元年正月に鎌倉で五三歳で亡くなった
　出典未詳。頼朝の略伝は『扶桑名将伝』 （巻二・源頼朝）のような武人伝に見え、































569「馬良白眉」 ） 。馬良の伝は『三国志』 （巻三九・蜀書巻九・馬






































　祥符天禧年間（北宋の真宗時代）に楊大年 億） ・銭文僖（惟演） ・晏元献・劉子
儀（筠）らが文章を以て朝廷に在り、皆李義山（商隠） 尚んで西崑体と号した。子儀が義山の像を描き、詩句を写して左右に列ね 貴重とされた。















した。楚王は軍の撤退を条件に捕虜の解放を求めたが、蕭が捕虜を殺してしまったので怒り、蕭を滅ぼした。その折、申公巫臣が陣中の兵達が寒そう していると楚王に訴えると 王は兵を暖かく励ました。それで兵は綿入れを着たよ な気になり蕭を討てたのだ 蕭の
還せん
無社は楚の司馬卯に声をかけ、友人の申叔展を呼んでもら































































を笑わせた。ある日朝紳が集う時、彼は言っ 「この頃は武人を褒賞する時、勝敗を問わず、ただ殺した人数の多い者を手柄とするようだが、されば三条殿 井戸もお手柄ということになる。近頃この井戸に墜ち 者がど 程多かったことか」と。人々は捧腹絶倒した。
　出典は『平治物語』 （巻上・信西の子息尋ねらるる事附除目の事）か、或いは『今鏡』 （藤波の下第六・弓の音）であろう。猶、伊通は世間の風潮に動ずることなく反骨精神を有し、皮肉・風刺に富んだ言動を行って、 『古事談』 （第二・臣節・
81
















が斉を攻めた。斉王は淳于髠を趙に使わし、救援を乞う為賜物に金百斤と馬車十輌馬四十頭 用意した。彼 天を仰ぎ大笑いし、冠纓が切れてしまった。王が「少ないと思うか」と聞くと、彼は「そうは思いませんが」と答える。王は笑った理由を尋ねたので、彼は次のように言う。 「東から出た時路傍で豊作祈願 ているのを見ました。豚
蹄ひづめ
一つと酒一碗を捧げて、籠や車いっぱいの収穫、熟れた穀物が家
にあふれるようにと祈っておりましたが、 の捧げ物がささやかなのに対し、求めるものが大きいので、思い出し笑いを のです」 。かくて、斉王は趙への賜物を黄金千鎰・白璧十対・車馬四百頭にふやした。そこで は 出かけ 趙王は彼に精兵十万と兵車千乗を与えた。それを た楚は夜のうちに兵を引 た。
　出典は『史記』 （巻一二六・滑稽列伝第六六・淳于髠） 。この逸話は他に『群書類







































































　出典は『詩人玉屑』 （巻一五・孟東野賈浪仙「僧敲月下門」 。 『劉公嘉話』 『緗素雑
記』所引）か。但し、この故事は好箇の詩話として余りにも有名で 且つかの詩句の見える賈島「題李疑幽居」詩が『三体詩』に所収されたこと あって その注に引かれること少なくない。他にこの逸話の主な所収書を挙げれば『唐才子伝』 （巻四・
118賈島） 『増修詩話総亀』 （前集巻一一・苦吟門） 『唐詩紀事』 （巻四〇・賈島）


























74陸羽） 『太平広記』 （巻八三・陸鴻漸） 『渕鑑類函』 （巻




































































　出典は『列子』 （湯問第五）か。この故事は『北堂書鈔』 （巻一三二・杖） 『初学

















　出典は『日本書紀』 （巻二二・推古天皇二六年）か、 『本朝蒙求』 （巻下・
116河辺


























は彼を「書淫」と言った。武帝に召されたが 応答かなわず「弁命論」 （ 『文選』巻五四）を著して思う ころを述べ、東陽の紫巌山に居し、玄静先生と
諡おくりな
された。
　出典は『南史』 （巻四九・列伝第三九・劉懐珍従父弟峻） 、或いは『梁書』 （巻五
























　出典は『詩人玉屑』 （巻一五・孟東野賈浪仙・ 「苦吟」 ） 。 『増修詩話総亀』 （后集巻
















































名） 『潜確居類書』 （巻八四・幼慧）に、 「小友」の故事は『事











































　出典は『元氏長慶集』 （巻五六） 。猶、この元稹の序は『唐文粋』 （巻六九） も












　出典は『日本書紀』 （巻一三・允恭天皇即位前紀～元年） 。他に『日本紀略』 （前



























　出典は『日本書紀』 （巻一 ・允恭天皇二三年三月、二四年六月） 。他に『日本紀




に「比なり。南山は斉の南山なり。崔々は高大な貌なり。狐は邪媚 獣 綏々は匹を求むる貌……言わんとする は、南山に狐 い とは襄公が高位に居て邪行を行うことを比喩している」という とである。





























219「楊脩捷対」 ） 。他に『北堂書鈔』 （巻一〇二・碑） 『太平御
覧』 （巻九三・魏太祖武皇帝。巻四三二・聡敏。巻五八九・碑） 『潜確居類書』 （巻八〇・文章・ 「絶妙好辞」 ）では『世説』 （捷悟第一 ・
3話）を引き、 『群書類編故
































馗） 『夢渓筆談』 （補筆談巻三・雑誌） 『陔餘叢考』 （巻三五・鍾馗）などや、本朝の『塵添壒襄抄』 （巻一五・
39疫治能治事付鍾馗神事） 『絵本故事談』 （巻四・鍾馗。






























































に病に臥し、そ 瓢を川に投げて言った。 「この瓢を手に入れた者 わしの苦心がわかろう」 。瓢は新渠江に流れ至り、見知る者がいて「これは唐求の詩瓢だ」と言った。 「鄭処士が隠居に題する」作（以下引用）がある。
　出典は『詩人玉屑』 （巻二〇・方外） 。詩瓢のことは他に『唐詩紀事』 （巻五〇・





















　出典は『円機活法』 （巻一八・画） 。この話は『夢渓筆談』 （巻一七・書画・
4
























221「杜康造酒」 ） 。 「短歌行」は『文選』 （巻二七）に所収される


































折り、当時の人に「気ま 勝手が過ぎて歯を折った」 評された。後に王敦の下に長史となり、使いとして都に出向き、東宮時代の明帝に会う機会があっ が、とても丁重な対応を受けた。 世間の論者は君を庾亮 比べるがどう思うかね」 東宮が問うと、 「朝廷に在ってはとても亮 はかないませんが、丘谷に気儘 遊び楽しむ点では勝っておりましょう」と答えた。
　出典は『蒙求』 （
542「謝鯤折歯」 ） 。猶、謝鯤のことは『晋書』 （巻四九・列伝第一




で、彼は憤慨し、信西を殺すべく源義朝と謀 、清盛熊野参詣のスキを突き反乱を起こし 三条殿を焼き多くの死人を出した。信西は宇治田原 逃れたものの殺された。彼は下僕に穴を らせ、中に坐し塞ぎ込め、墳に作って、仏名を唱えつつ命を終え が、信頼の追手はその墳をあばき、首を斬 持ち帰り巷に曝し
　出典は『平治物語』 （巻上・信頼信西不快の事、信西南都落の事、信西の首実検














頂に登り、谷中の一庵を発見し、到ると顔色 黄粟に似た白帽素衣 人がいたので問うと、生馬仙人だった。五つの瓜を達に与え「この地の産物で、飢えをいやすものさ」と言い、食べてみると甚だうまかった。 「ここ どれく いいるのか」と尋ねると、 「山に入ってから麓は見ていない（人 会ってない） 。 だ仙道を求めてるだけさ」と言うばか だった。
　出典は恐らく『本朝神社考』 （下之五・生馬仙人）か、そのもと なった『元亨








耳にし、声をかけたところ、 「わしは柳の神の九烈君 。柳 汁を用いてお前の衣を染めろ。及第は間違いないから」と。ほどなく及第した。
　出典は『円機活法』 （巻二二・柳） 。他に『渕鑑類函』 （巻四一四・楊柳三）にも












































三十年用いた。越石父は賢者であったが、牢内に在った。晏は車馬の馬を解いて、それで彼をうけ出して上客とした。太史公は「今晏子が存在してい ら、そ 馬車の御者としてでも仕えたい程に慕ってい 」と。
　出典は『史記』 （巻六二・管晏列伝第二） 。恐らく『十八史略』 （巻一・春秋戦国〈斉〉 ）に見える晏嬰の記事も一部取り込んでいよう。猶、晏嬰の節倹ぶりは『晏子春秋』 （内篇雑下第六） 『蒙求』 （



















　出典未詳。但し、 『群書類編故事』 （巻一四・康肅善射） 『事文類聚』 （前集巻四
二・射。 「康肅善射 ）にも『金坡遺事』を引用して同類の話が記されており、類書の他に『宋名臣言行録』にも見えている。猶、陳尭咨のことは『宋史』 （巻二八四・列伝第四三・陳尭咨）参照。
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